
低層住宅地（青葉台） 商店街の整備（マリクレール通り）

　目黒区には、多様な街区形状あるいは低層の良好な住宅地、住工混在地など多様な市街地があ

ります。そこで地形や道路、街区、住宅の形状や密度、みどりの配置など、街並み景観を形成し

ている要素を踏まえ、共通する要素を継承しながら、その多様性を活かした、その市街地ならで

はの景観を整備します。

ア. 良好な住宅地景観の保全・創出

・青葉台や八雲、柿の木坂に代表される低層の住宅地を維持しながら、街区構成や地形などか

ら生まれる街並み景観の特性をより一層伸ばす景観づくりを進めます。

・住工混在地や中高層住宅が立地する地域においても、適切な住宅の形状、密度を保つよう誘

導することで、良好な景観形成を進めます。

イ. 地域の「意思」が感じられる景観街づくり　

・地域住民自らが、地域の景観資源を認識・発見あるいは再認識・再発見して、景観に関する

ルールを定めて、景観形成を誘導したり、自ら景観形成を行う景観街づくりを進めていく、

地域の「意思」が感じられる景観街づくりを進めていきます。

　区内を楽しく歩いて移動できるようにする事は、区民の生活にとって重要と考えられます。そ

のため、歩行者ネットワークに沿った景観形成を図ります。

ア. 周辺の景観資源を取り込んだ歩行者空間づくり

（ア）心地よく歩ける道づくり

・利便性の高い快適な生活環境をつくり出していくために、安全で快適な歩行空間を確保し、

ゆったりと心地よく歩ける道づくりを進めます。

（イ）自然や四季を感じられる道づくり

・歴史的資源、自然環境といった地域資源を取り込むとともに、沿道の公共建築やみどり豊か

な民間宅地の植栽を充実していくことで、自然や四季を感じられる道をつくっていきます。

イ. 身近な施設を結ぶ快適な道のネットワーク化　

（ア）みどり豊かな歩行空間のネットワーク化

・日常的に利用される公共建築、地域の特徴的な歴史的資源など

を結んで、みどり豊かな歩行空間によるネットワーク化を進め

ます。

（イ）緑道と沿道の建築物の一体的な空間形成

・緑道沿道に建つ建築物については、緑道との一体感を生み出すように、道路の際の緑化を誘

導していきます。

ウ. 魅力的な街かどの演出　

（ア）街かどのオープンスペース整備

・開発事業などの機会をとらえて、人々が集えるスペースを街かどに整備し、多様な交流が生

まれる場を創出していきます。

・駅前広場や商店街に人々が憩える快適な交流の場をつくりだすなど、都市空間に多様な交流

の場を広げていきます。

（イ）角地を活かした景観形成

・角地を修景し引き立たせることによって、地域の印象深い目印

としていきます。

・地形や街区特性から生まれる角地は街の中の歩行者動線の節目

になるため、個性的な目印として、安全に配慮した植栽や修景

を加えていきます。

方針3：地域の特徴を活かした街並みづくり 方針�：楽しく歩ける道づくり
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